
第４章　副星のはたらき
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能
に
す
る
才
能
に
恵
ま
れ
ま
す
。

［
命
宮
の
主
星
が
弱
く
、
羊
刃
・
陀
羅
・
火
・
鈴
が
加
会
す
る
と
］
口
先
で
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
姑
息
な
性

格
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
舌
の
災
い
や
訴
訟
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
い
や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
。

［
化
忌
が
同
宮
す
る
と
］
学
科
面
で
運
の
悪
さ
を
も
た
ら
し
、
と
く
に
年
運
に
さ
し
か
か
る
と
「
文
章
や
契
約

上
の
過
失
」
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

P
２
０
０
の
〈
例
〉
に
あ
る
通
り
、
東
京
子
さ
ん
の
命
盤
で
は

財
帛
宮
＋
身
宮
に
文
昌
星
が
入
り
、
夫
妻
宮
に
文
曲
星
が
い
ま
す
。
じ
つ
は
京
子
さ
ん
、
弱
冠
23
歳
に
し
て

職
業
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
な
の
で
す
。
武
曲
と
天
府
と
い
う
財
の
星
と
と
も
に
輝
く
文
昌
星
。
若
く

し
て
独
立
し
、
そ
こ
そ
こ
の
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

文
曲
星
は
夫
妻
宮
に
い
ま
す
よ
ね
。
彼
女
は
わ
り
と
若
く
し
て
結
婚
す
る
暗
示
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
つ
き
あ
っ
て
い
る
彼
は
音
楽
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
貪
狼
星
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
り

ま
す
が
、
若
い
こ
ろ
は
飲
食
関
係
や
水
商
売
で
お
金
を
稼
ぎ
、
好
き
な
音
楽
を
続
け
て
い
る
年
上
の
男
性
で
す
。

　
　
③ 

左
輔
星  

左　
④ 

右
弼
星   

右　
　
　
　

［
補
佐
・
計
画
・
交
友
］

双
子
星
で
『
援
助
』
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
。

左
輔
星
は
陽
の
土
星
に
属
し
、
左
大
臣
の
役
割
で
す
。

右
弼
星
は
陰
の
水
星
に
属
し
、
右
大
臣
の
役
割
で
す
。

と
も
に
「
北
斗
助
星
」
で
、
一
種
の
野
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

左
輔
・
右
弼
を
命
宮
に
も
っ
て
い
る
人
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
整
っ
た
顔
だ
ち
を
し
て
い
ま
す
。
聡
明

で
知
性
が
高
く
、
お
だ
や
か
な
性
格
で
す
。
社
交
的
で
、
慈
悲
の
心
が
あ
り
ま
す
。
人
の
面
倒
を
よ
く
見
る
の

で
、
多
く
の
友
人
知
人
に
恵
ま
れ
、
助
け
合
う
人
生
に
な
り
ま
す
。

文
章
や
会
話
が
得
意
で
、
芸
術
に
興
味
を
も
ち
ま
す
の
で
、
文
昌
・
文
曲
と
同
じ
く
作
家
や
演
劇
家
・
音
楽

家
・
評
論
家
・
各
種
ラ
イ
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
適
し
ま
す
。

遷
移
宮
に
入
る
と
一
生
を
通
じ
て
予
期
せ
ぬ
援
助
を
受
け
ま
す
。
ま
た
兄
弟
宮
に
入
る
と
交
友
関
係
が
長
続

き
し
ま
す
。
こ
の
両
星
が
父
母
宮
と
兄
弟
宮
に
あ
れ
ば
『
左
右
挟
命
格
』
と
な
り
、
苦
し
い
と
き
に
恩
師
や
友

人
の
助
け
を
受
け
ま
す
。


